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２０１７年９月２１日 

各  位 

                     会 社 名 株式会社メディパルホールディングス 

                     代表者名 代表取締役社長  渡 辺 秀 一 

                          （コード番号 ７４５９ 東証１部） 

                     問合せ先 取締役管理本部長  左 近 祐 史 

                          （ＴＥＬ．（０３）３５１７－５１７１） 

 

                     会 社 名 Ｊ Ｃ Ｒ フ ァ ー マ 株 式 会 社 

                     代表者名 代表取締役会長兼社長 芦 田   信 

                          （コード番号 ４５５２ 東証１部） 

                     問合せ先 執行役員経営企画本部長 本 多   裕 

                           （ＴＥＬ．（０７９７）３２－８５９１） 

 

  

  

株式会社メディパルホールディングスとＪＣＲファーマ株式会社による 
業務資本提携のお知らせ 

  

 株式会社メディパルホールディングス（以下「メディパル」という。代表取締役社長：渡辺秀

一）とＪＣＲファーマ株式会社（以下「ＪＣＲ」という。代表取締役会長兼社長：芦田信）は、

２０１７年９月２１日開催の取締役会において、以下のとおり、業務資本提携を行うことを決議

し、業務資本提携契約（以下「本提携契約」という。）を締結いたしました。 

またあわせてメディパルは、ＧＬＡＸＯ ＧＲＯＵＰ ＬＩＭＩＴＥＤ（以下「ＧＳＫ」とい

う。）との間で同社からＪＣＲの株式を取得する旨の株式譲渡契約を締結いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．業務資本提携の理由 

メディパルおよびＪＣＲは、２０１１年７月の開発プロジェクトに関する提携を皮切りに、複

数の開発投資契約の締結などを通して、両社の関係を構築してまいりました。その結果、ＪＣＲ

の研究開発への取組みがさらに加速されるとともに、開発投資契約品目の一つでありＪＣＲが２

０１６年２月に発売した日本初の他家由来再生医療等製品である「テムセルⓇＨＳ注」について

は、その流通について、両社共同で液体窒素を用いた超低温輸送システムを確立し、多くの患者

様の治療に貢献しております。さらに同製品については、これまで販売先を治験参加施設に限定

しておりましたが、本年１０月より、対象施設の拡大が見込めるなど、両社の取組みが着実に成

果を出してきております。また、その他開発投資契約品目についても順調に販売および臨床試験

が進んでおります。 



 

２ 

 

今般、長期的視点に立った両社のさらなる企業価値の向上、そして持続的な発展を図るため、

これまでの提携関係を深耕してより強固なものとし、メディパルの持つ物流力および販売力、そ

してＪＣＲがもつ創薬力といったそれぞれの強みをより一層効果的、有効的に活かしていくこと

を目的として、新たに資本提携を含む、より広範な業務資本提携を行うことについて合意いたし

ました。 

 

２．業務資本提携の内容 

（１）業務提携 

業務提携として、両社共同で合弁会社を米国に設立するべく、今後、両社で協議を進めていく

予定です。 

なお、合弁会社を通じて、現在、ＪＣＲが国内での臨床開発を行っている JR-141（血液脳関

門通過型ハンター症候群治療酵素製剤）および前臨床段階にある JR-162（J-Brain Cargo®※適

用ポンぺ病治療酵素製剤）について、早期に米国での臨床開発を開始する予定です。 

また、メディパルはＪＣＲに取締役を派遣する予定であり、その選任議案につきましては、２

０１８年６月開催予定のＪＣＲの第４３回定時株主総会に上程される予定です。 

 

（２）資本提携 

メディパルは、ＧＳＫと２０１７年９月２１日付にて、ＧＳＫが保有するＪＣＲ株式

（７，９８６，９２３株）のうち、以下の株式を取得する旨の株式譲渡契約を締結しております。

これにより、ＪＣＲはメディパルの持分法適用会社となる予定です。 

①異動前の所有株式数 150,000株 （発行済株式総数割合：00.46％） 

②取得株式数 7,132,823株 （発行済株式総数割合：22.00％） 

③取得価格 21,184百万円 （１株当たり 2,970円） 

④異動後の所有株式数 7,282,823株 （発行済株式総数割合：22.46％） 

 

 



 

３ 

 

３．両社の概要について（２０１７年３月３１日現在） 

株式会社メディパルホールディングス 

（１） 名 称 株式会社メディパルホールディングス 

（２） 所 在 地 東京都中央区八重洲二丁目 7番 15号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 渡辺 秀一 

（４） 事 業 内 容 

持株会社として「医療用医薬品等卸売事業」、「化粧品・日用品、一般用医薬

品卸売事業」 ならびに「動物用医薬品・食品加工原材料等卸売事業」などを

行う関係会社の株式を所有する事による当該関係会社の経営活動の管理・支

援および当社グループにおける事業開発等 

（５） 資 本 金 22,398 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1923（大正 12）年 5月 6日 

（７） 大株主及び持株比率  

武田薬品工業株式会社 

ＭＰグループメディセオ従業員持株会 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（三井住友信託銀行再信

託分・エーザイ株式会社退職給付信託口） 

小林製薬株式会社 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 第一三共口 再信託受

託者 資産管理サービス信託銀行株式会社 

大日本住友製薬株式会社 

熊倉 貞武 

10.11% 

3.44% 

3.26% 

2.88% 

 

2.58% 

2.24% 

1.60% 

 

1.45% 

1.39% 

1.37% 

（８） 当事会社間の関係 

資 本 関 係 メディパルはＪＣＲの株式を 150,000 株保有しております。 

人 的 関 係 
メディパルとＪＣＲとの間には、記載すべき人的関係はあり

ません。 

取 引 関 係 

メディパルとＪＣＲとの間で、開発投資契約を締結しており、

同契約に基づく取引を行っております。 

なお、メディパルの子会社は、ＪＣＲが販売する製品を購入

し販売しております。 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 直近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決 算 期 平成 27年 3月期 平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

 連 結 純 資 産 457,604 百万円 488,328 百万円 521,165 百万円 

 連 結 総 資 産 1,454,800 百万円 1,497,310 百万円 1,525,912 百万円 

 １ 株当た り連結純資産 1,722.56 円 1,832.45 円 1,950.25 円 

 連 結 売 上 高 2,872,905 百万円 3,028,187 百万円 3,063,900 百万円 

 連 結 営 業 利 益 32,795 百万円 42,283 百万円 39,650 百万円 

 連 結 経 常 利 益 44,475 百万円 55,140 百万円 53,360 百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
23,687 百万円 30,771 百万円 29,011 百万円 

 １株当たり連結当期純利益 104.73 円 135.89 円 128.12 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 24.00 円 28.00 円 31.00 円 

（注） （７）メディパルは自己株式 18,086 千株を保有しておりますが、上記からは除いております。 
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ＪＣＲファーマ株式会社（２０１７年３月３１日現在） 

（１） 名 称 ＪＣＲファーマ株式会社 

（２） 所 在 地 兵庫県芦屋市春日町 3番 19号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役会長兼社長 芦田 信 

（４） 事 業 内 容 
医薬品、再生医療等製品およびその原料の製造、売買ならびに輸出入 

医療用機器および実験用機器の売買ならびに輸出入 

（５） 資 本 金 9,061 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 50（1975）年 9月 13日 

（７） 大株主及び持株比率  

GLAXO GROUP LIMITED（常任代理人 香港上海銀行東京支店） 

キッセイ薬品工業株式会社 

フューチャーブレーン株式会社 

野村信託銀行株式会社（Ａ信託口） 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

大日本住友製薬株式会社 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 

持田製薬株式会社 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 

25.21% 

11.99% 

6.87% 

5.17% 

4.27% 

4.14% 

2.68% 

1.88% 

1.73% 

0.93% 

（８） 当事会社間の関係 

資 本 関 係 メディパルはＪＣＲの株式を 150,000 株保有しております。 

人 的 関 係 
ＪＣＲとメディパルとの間には、記載すべき人的関係はあり

ません。 

取 引 関 係 

ＪＣＲとメディパルとの間で、開発投資契約を締結しており、

同契約に基づく取引を行っております。 

なお、メディパルの子会社は、ＪＣＲが販売する製品を購入

し販売しております。 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 直近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決 算 期 平成 27年 3月期 平成 28年 3月期 平成 29年 3月期 

 連 結 純 資 産 26,264 百万円 27,062 百万円 27,585 百万円 

 連 結 総 資 産 34,086 百万円 35,346 百万円 36,385 百万円 

 １ 株当た り連結純資産 818.64 円 843.34 円 864.66 円 

 連 結 売 上 高 16,855 百万円 17,438 百万円 18,085 百万円 

 連 結 営 業 利 益 2,014 百万円 2,152 百万円 2,362 百万円 

 連 結 経 常 利 益 2,340 百万円 2,443 百万円 2,534 百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
1,682 百万円 1,789 百万円 1,863 百万円 

 １株当たり連結当期純利益 52.85 円 56.12 円 58.95 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 18.50 円 22.00 円 22.00 円 

（注） （７）ＪＣＲは自己株式 742千株を保有しておりますが、上記からは除いております。 

 

４．日 程 

（１） 取締役会決議日 ２０１７年９月２１日 

（２） 契約締結日 ２０１７年９月２１日 

（３） 株式の取得日 ２０１７年１０月下旬（予定） 

（注）本株式取得の実行は、独占禁止法第１０条第２項に基づく届け出にかかる公正取引委員会審査
の結果において、排除措置命令の発令等、株式取得の実行を妨げる要因が存在しないことが前提
となります。 

 

 



 

５ 

 

５．今後の見通し 

ＧＳＫからメディパルへのＪＣＲ株式の売却に伴い、ＪＣＲの主要株主である筆頭株主および

その他の関係会社の異動が発生する見込みです。詳細は本日ＪＣＲからお知らせいたしました

「株式の売出し並びに主要株主である筆頭株主およびその他の関係会社の異動に関するお知らせ」

をご覧ください。なお、本提携契約が両社の当期における業績に与える影響は軽微であります。 

 

以 上  

 

【語句の説明】 

J-Brain Cargo® 

ＪＣＲが開発した独自技術で、脳毛細血管の内皮細胞表面に発現しているレセプターを介する

ことで、目的とする薬剤の血液脳関門通過を実現する技術。低分子化合物から酵素や抗体などの

タンパク質まで、様々な医薬品へ応用できる可能性を秘めている。 

 


